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Nurses’ Judgments and Practices for Performing Medical Examinations Effectively and 
Smoothly in Pediatric Outpatient Departments: Participant Observation and Interview Survey
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要  旨
　小児科外来の診療場面において、スムーズに診療や看護を進めるための看護師の判断や工夫につい
て明らかにするために、A 大学病院の小児科外来に勤務する看護師の 5 名を対象に参加観察とインタ
ビューを実施した。フィールドノートとインタビューの逐語録から、内容分析により分析した。小児
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小児科の診察室 4 室（外来担当医 18 名）と小
児外科の診察室 1 室（外来担当医 4 名）、処置室
を有する。
　調査期間中の外来小児医療センターの受診患
者数は 1 日あたり平均 92.8 名であり、全員予約
での受診であった。そのうち初診は 6.3 名、再
診は 86.5 名であった。調査期間中の採血は 1 日
あたり平均 15.5 件であった。そのうち 5 歳未満
の患者は外来小児医療センターの処置室で採血
をしており、1 日あたり平均 6.7 件であった。調
査期間中の尿検査は 1 日あたり平均 5.8 件、画
像検査は 1 日あたり平均 4.8 件であった。
3．データの収集方法
　看護師 1 名につき 2 日間、5 名でのべ 10 日間
の参加観察を実施した。研究者は 3 名で調査を
実施した。参加観察の時間は、外来が診察を行

































































































て、経営学者の野中 , 竹内（1996）は SECI モ
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経験年数は 13.4 ± 5.9 年、小児看護の経験年数









































































































　対象者 5 名それぞれを 2 日間調査し、調査日
数はのべ 10 日間であった。1 回の参加観察時間
は 347 ± 25（平均±標準偏差）分、インタビュー
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「15 分以上 30 分未満」が最も多かった。しかし、
全国の小児科外来 136 施設を対象とした調査で
は、受付をしてから診察までの平均的な待ち時
間は 37.2 分であり、さらに忙しい時期では 69.5
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Identifying Factors Related to Self-learning Motivation for Mid-level Nurses 




かにすることを目的とした。公立急性期病院 1 施設の経験年数 5 年以上 25 年未満の役職者以外の看護




の方向で有意であった（ p ＜ 0.05）。その他の変数で有意差はなかった。自律的な学習意欲の下位尺度
〔認められたい気持ち〕〔充実感と挑戦〕で環境要因「職場で役割の負担がある」が負の方向で有意であっ
た（ p ＜ 0.01）。中堅看護師の役割負担が自ら学ぶ意欲に関連すると示唆された。
キーワード：自ら学ぶ意欲、中堅看護師、急性期病院
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